o.t.p総研の祈り
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今、本当にこの国は混乱状態が続いています。東日本大震災後、皆一丸となって復興を目指さねばならない時に首相の交代劇…。
さらに、台風後に地滑りが起きるなどの自然災害も続いています。
 
こんな時、ついつい気持ちが暗くなりそうですが、逆にこんな時だからこそ、きっちり考えて行動する必要があると思います。
 
今は時代の変革期です。今までの価値観が急速に崩れ、新しい価値観が産声をあげています。まったく新しい時代になるのはまだ先の話でしょうが、この国も戦後以来の転換期にさしかかっているのは間違いありません。今後１０年は本当に急激な変化の波に飲まれていくことでしょう。
 
しかし、人間は変化を嫌う動物です。どんなにそこが居心地が悪くても、変化をするよりはマシと考える人の方が多いのも事実です。
ですから、これからは価値観があっちへ行ったり、こっちへ行ったりと心理的に綱引きのような状態が続くことが予想されます。
 
しかし、待ったなしに時代は確実に変化していきます。と、いうより自らの手で変化させなくてはなりません。
今までの価値観はお金がすべて、自分さえ良ければ、他人は関係ない。自社さえ発展すれば、環境破壊なんて関係ない。自国さえ発展すれば、他国など利用するだけの存在だ。という歪んだ利己主義が蔓延していました。
その欲望の高さが、競争を生み出し、豊かさを生み出したことは否定ができませんが、やはり長くは続けていけないでしょう。
 
もうそろそろその歪みは限界に達し始めています。これから資本主義は停滞どころか急降下する兆しを見せているのです。
しかし、ハードランディングするのがわかっているのなら、それに備えることはできるはずです。焦ったあげく取り乱し、急降下している機体に火を放つ(暴動を起こす)ようなことにならぬよう、今から準備を始めるべきでしょう。
 
日本人は幸いにして、人との縁や調和を重んじる気質を備えています。それが、今後この国を支える大きな力になると私は考えます。
o.t.p総合研究所でも、人とのつながりや調和を重視しつつ、この厳しい時代を乗り切るためにどうすれば良いのかを真剣に考え、提案していければと考えています。
そして、新しい時代に「幸せ」を感じて生きる人が1人でも多くなって欲しい。
それが今のo.t.p総研の祈りなのです。
 
 
o.t.p総合研究所
 
http://www.otpsouken.com/
 
 
所長　三上壽久（ミカミトシヒサ）
twitter　o.t.p  @otpro


つなげるSNS
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ここの所、毎月のように新たなサービスが始まっている気がするSNS(ソーシャルネットワーキングサービス)ですが、今月もまたまた新たなサービスが始まりましたね！
日本最大級のユーザーを誇るSNSサイトmixiが新たに企業や個人が気軽に自分のページを作れる！というのが「ウリ」のmixiページというサービスです！
 
ということで、早速私も作ってみました！！
 
ギター道場  ORANGE
http://p.mixi.jp/gdorange
 
今月は、研究がてら、このサイトにかなり力を入れて運営してみました。私自身今まで、代表的なものでmixi、twitter、Facebook、Facebookページ、google+とやってきましたが、今までで一番使い勝手が良くかつ楽しめている気がします。
 
今まで私が活用していたSNSは、あまりテーマを絞らず、思い付くままをつぶやいたり、情報があれば更新といった感じで気軽に楽しんでいたのですが、今回は割と本気で自分の強みに特化し、毎日必ず更新、掲示板に書き込みをしてフォロワーを募るなど、今までとは違う活用の仕方をしてみました。(おかげさまでこの原稿を書いている現在、エンタメ部門で30位以内にランキングされるなど好調な滑り出しです！！)
 
mixiページの良いところはパーソナルな部分や、まとまらない思考等は普通にmixiで日記を書いたりつぶやいたりする、パブリックな部分はmixiページできっちり情報として発信する、等と使い分けができる点です。その上、デザイン性も高く、簡単な操作で割と見た目の良いサイトが構築できるところも魅力です。ただ残念なことに、mixiユーザー以外はページの全部が見れないような仕様らしく、ホームページとして運営はし辛いのかな…という印象です。
これは、これから仕様が変わってくれることを望みます。
 
また、このmixiページ簡単にtwitterとの連携が取れるのですが、その機能がかなり便利なのです。何個もSNSをやっていると流石に一つ一つすべてにオリジナルなネタを書き込むのは骨が折れる作業です。ですから、こういう風に同時投稿してくれる機能というのはありがたいことです。
最近SNSが乱立してとりあえず加入はしたものの、何も書かずにほっておいているのなら、是非このつなげる作業をしてみてください！
今回私はmixiページに書き込んでいるのにtwitterのフォロワーさんが増えていくという体験をしました。SNSは人それぞれプラットフォームにしているサイトが違う(twitterメインの人はtwitterで情報を探す、Facebookなら、Facebookで…)ため、もし多くの人にみてもらいたいのであれば、つなげて使うというのはかなり有効な手段です。
 
またビジネスに使うのであれば、戦略的につなげていく必要があるでしょう。最近はうまくつなげてマーケティングを行っている会社も出てきているようです。
ここら辺はさらに研究していきたいと思っています。
 
どんどん進化するSNS！乗り遅れないように楽しみましょう！
 
 
 
文／o.t.p @otpro
 
ギター道場  ORANGE
http://p.mixi.jp/gdorange
 
 
スタッフtwitter
 
G.Mikami  ＠yomizo　
 
えみっきー　＠emk03
 
えみっきーさんもmixiページを始めました！！
えみっきーのキャラクター道場
http://p.mixi.jp/emickie
 
こちらも是非是非チェック＆フォローよろしくお願いします！！

 

音楽の力
[image: ongakunotikara.png]
 
音楽は人をつなげる
 
それは年齢なんて関係なく
一瞬で人を結びつけてしまう
不思議なパワーをもっている
 
ジャンルも国境も
全てを越えて
響き合う音の世界
 
違和感さえも
快感に変えて
気持ちを
高ぶらせていく
 
そして浮かぶ
笑顔と陶酔の世界
 
自分の大好きな音楽を語る時
皆イキイキとした
パワーを発する
 
そしてそのエネルギーが
また、人を引きつけて
新たなつながりを生み出す
 
音楽は力だ
生きるエネルギーだ
人を結ぶパワーだ
 
愛してやまない
その世界で
また今日も遊び
つながる
 
 
 
文／o.t.p @otpro


人と比べない
[image: hitotokurabenai.png]
 
時々、あの人はいいよね！才能があって！とか、私はあの人には勝てないからとか、アイツみたいに考えられたら楽だよ！とか、なんでアイツばっかり…なんて、人と自分を比べて卑屈になってしまう人を見かけることがあります。
 
でも、この他人と自分を比べる行為、正直あまり意味があるものではないと私は考えています。もちろん、アイツには負けない！！っていう闘争心をもったりして、良い方に向かうこともあるにはあるのですが…。
 
私は人間って生まれながらかなり不平等だと思っています。体が大きい人もいれば小さな人もいる。健康な人もいれば病気をもっている人もいる。金持ちの人もいれば貧乏な人もいる。本当に色々な状態で、色々な生き方をしている人たちがいます。
初めから平等じゃない訳ですから、スタートラインも違う、やっていることも、価値観も全然違う。 野球選手と、柔道選手どちらがすごい？って聞かれても違う競技ですから基準がわからなければ判断できないのと一緒で、一律な基準がないのに他人と比べてもあまり意味が無いのではないかなと思うのです。
 
 
 
それに、そういう風に言っている人達にその相手のことを聞くと、その人が裏側でやっている努力に焦点が当たっていない場合がすごく多いんです。
そのアイツばっかりなんて言われている人って大概すごい努力家だったりするんです。
 
イヤイヤ、アイツはお調子者で上司に媚び売って出世しているのさ！
 
なんて言う人もいるかもしれません。
 
でも、実は媚びを売るのだって努力の一つですよね？なかなか簡単にはできない。
もし、自分にできないのであれば、それは自分の価値観とは合わない行動だということです。だから自分ではやらない。でもアイツはやる。
やる人と、やらない人を比べてみても意味ないですよね？
 
それよりも自分自身の良い点を見つけてあげることの方がよほど大事なことです。
もちろんその時も他人と比べてはいけませんよ！時々、この点は何々さんより優れてる、この点は何々さんには勝っている等と、価値判断が全て他人との比較によって構成されてしまう人がいるのですが、それではどんどん辛くなるだけです。
 
他人には他人の世界があり、自分には自分の世界があります。
比較をすれば、上には無限にいるし、下にも無限にいます。それならば、比較などせず、自分の価値観を確認して、自分の価値観に沿って行動していけば良いと思うのです。
 
そして、わざわざ他人の価値観と比較して落ち込まないようにしましょう。
柔道選手が、野球で勝負すれば負けるのは当然です。
 
それならば、自分のフィールドで、自分のルールで闘えるように、自分を磨く方が建設的だと思うのです。
 
無意味に人と比べない！！
是非実践していきましょう。
 
文／o.t.p @otpro


心理学とマーケティング５
[image: sinrigakuto.png]
 
さて先月号で新しい時代のキーワードは、シェア化と情報化にあると述べ、シェア化についての説明を行った。(読まれていない方はSouken Magazine Vol.4をご参照ください)今回は第二のキーワード、情報化について述べたいと思う。
 
キーワード2    情報化
 
ここで述べる情報化には大きく分けると二種類の意味がある。ひとつは既存の物を情報化すること、もう一つは、無数に散らばる断片を拾い集めて加工し情報化することである。
ひとつひとつ詳しく述べて行こう。
 
既存の物を情報化する
 
ここでいう情報化は、今まで「物」として販売されていたものを、デジタル情報に置き換えることで、需要を生み出す方法である。この方法は、意識されてるかされていないかは別として、近年物凄い勢いで行われている。
 
わかりやすい例をあげれば、電子書籍。
これなどは、今まで「本」という「物」を生み出さなければ、流通出来なかったものである。それをデジタル情報化することによって、新たな需要を生み出している。
 
音楽もそうである。今まで「CD」という「物」が流通の基本だったが、今はこれもiTunes Storeを始めとした各種サイトからファイルをダウンロードすることが主流になってきている。
 
本は元々は口伝えの情報だったものが、文字という情報に置き換えられ、本としてまとめられた情報として出版されていた。
音楽も、元々は演奏されている場所に行かなくては聞けない物だったが、レコーディングをすることにより、情報をパッケージ化することが出来るようになり、レコードやテープ、そしてCD、そして現在のファイルダウンロードという流れになっている。
これらは、元々情報そのものだったので、単にパッケージをデジタル情報化したものと考えることができる。
これなどは元々「情報そのもの」なので置き換えはさほど難しく考えなくても良い。しかし私は、元々情報ではない(または情報と認識されていない)物もデジタル情報化する方法を考えて行くべきだと思っている。
 
参考例として、近年私が体験した音楽のレコーディングの世界での情報化について述べよう。
 
数十年前、音楽をレコーディングするためには、レコーダー、大型のミキサー、エフェクター等のアウトボード類、各種ケーブル、そしてもちろん楽器、それを収めるスタジオが必要だった。それらを小さくしてまとめたカセットMTR(マルチトラックレコーダー)なるものもあったが、正直それで作る物は「作品」とは言い難い、あくまでも「デモ」を作る簡易録音装置としての位置づけでしかなかった。
しかし、２０〜１５年位前のデジタルMTRの登場から大きく状況が変わった。今までのカセットとは桁違いのクオリティーで音楽を録音できるようになり、自宅で録音したものも商品として流通するようになってきた。 さらに今ではPCの中に、バーチャルスタジオとも言うべきものが入っていて、ミキサー、エフェクターはもちろん、各種シンセサイザー、ドラム、オルガンやピアノ、ストリングスやホーンに至るまで、かなりリアルに音を作り、録音することが出来るようになっている。
 
スタジオ、ミキサー、楽器は「物」であり、元々情報ではない。しかし、デジタル情報化されることで、今や私のPCの中に収まってしまっているのだ。
スタジオを作ろうとすれば数千万円(下手したら億)の投資を覚悟しなければならず、多くの人は手が出せないであろう。
しかし、デジタル情報化されたおかげで、今では数十万円投資すれば、「作品作りの出来る環境」が手に入ってしまうのである。
スタジオのデジタル情報化によってDTM(デスクトップミュージック)という概念が生み出され、新たな市場が開拓された。
 
 
これは、他の業界でも当然応用が効く。最近はスマートフォンやタブレットPC等でのアプリが注目されている。そこに目新しいアプローチを考えて参入するのも当然いいが、いかに既存の「物」を「情報」に置き換えるかという視点に立ち、素早く使いやすいものをリリースすることで利益を受けることも可能であると思われる。いかに自分の業界の既存の「物」をヴァーチャルの世界に展開できるかという視点で捉えれば、アイディアはいくらでも浮かんでくる。さらに、バーチャルな展開はコストがほぼ人件費と宣伝費のみというメリットも高い。
さらに「物」を出来る限り生み出さないことは、ゴミも生み出さないし地球環境にも良いのだ。これから多くの企業は地球環境を徹底的に考えた商品開発を考えていかねばならない。その際、環境に良い「物」を生み出す視点に立つことは大切なことだが、いかに「物」を生み出さずに利益をあげるか？という新たな視点も検討に入れるべきではなかろうか？その際、この「物」を「情報化」するという視点は必要になるのではないかと思う。
 
 
これを読んで、そう簡単に言うなよ！！と思われた方もいるかもしれない。もちろん、「物」を生み出さないというのは、今まで通りのルールの中では、実はかなりの問題を持っている。
 
そこについては、もう一つの無数に散らばる断片を拾い集めて情報化する方法と共に、次号以降に述べていきたいと思う。
 
o.t.p総合研究所
http://www.otpsouken.com/
 
所長　三上壽久（ミカミトシヒサ）
twitter　o.t.p  @otpro


人とつながる力
[image: hitototunageru.png]
 
社会人になると、人とのかかわりは会社関係、仕事関係が多くなり、学生時代の友人とも年に数回会う程度となってくる。
仕事のつながりの人間関係を育てていくことは、もちろん重要なことであるが、それだけでは人付き合いの幅が狭くなっていってしまう気がする。仕事とは直接関係のない人とつながりをもちたい時はどうすればよいか。
 
人とつながる方法の一つにツイッター、mixi、フェイスブックなどのＳＮＳがある。
ＳＮＳはそのサービス内容によって、特定または不特定多数の人とコミュニケーションをとることができる。
リアルでも既に付き合いのある友人、知人とは、普段の何気ない出来事を共有するのに便利である。リアルで付き合いがない場合は、ＳＮＳ上で何気ない出来事をつづっていたのでは、面白みを感じてもらえず、相互コミュニケーションを継続する段階まで発展しないことが多い。リアルで付き合いのない人とも交流をもちたいと思うなら、人の興味を引くコンテンツが必要となってくる。
 
この総研マガジンの編集長のo.t.pは９月に mixiで「ギター道場　ＯＲＡＮＧＥ」というページを作った。その名の通り、ギターのテクニックに関することや好きなギタリスト、好きな音楽映画に関することなどが書かれている。始めて一ヶ月未満でフォロー数が５００近くに達し、活発なコミュニケーションが行われている。この総研マガジンのフェイスブックページの「いいね」は一向に増えていかないのに…（泣）
 
どうして反響が得られているのか。その理由を考えてみた。
 
1．ターゲットが明確である
「音楽」とすると守備範囲が広くなりすぎるところを、「ギター」という楽器一つにターゲットをしぼっている。ギターをやったことがなく、詳しくもない私のような人にとってみれば、読んでもよくわからないが、ギターが好きで、詳しい人にとっては、かえって魅力的なページとなる。
 
2．ニーズに応えられている
自分と同じ趣味を持つ人を見つけると嬉しい。その人たちと交流を持つことはわくわくする。「ギター道場　ＯＲＡＮＧＥ」は、「ギターを愛する者の集う場」になっている。ギターに関する相談を受け付けたり、持っているギター数の投票を受け付けたりすることで、ギターを始めたばかりで悩みを持つ人、周りにあまりギター好きがいない人、熱くギターについて語りたい人たちに交流の場を提供している。
 
3．運営者に経験と情熱がある
自分にとって有用な話や情熱のある人の話は皆聞こうとするものである。
ギターはo.t.pが20年も続けているものである。ギターについての知識や経験は彼の一番の武器になっている。そのため、ページに参加するほうも、安心して弾き方の相談できるし、意見交換もできる。
また、20年向き合ってきたものだから、情熱をもって人に伝えることができる。小まめに更新できるのも、情熱があるからこそである。
 
以上の１～３が、「ギター道場　ＯＲＡＮＧＥ」の盛況な理由であると考えられる。
これらの条件がそろえば、他のコンテンツでも交流が深められるページ作りができるものと思われる。
 
そうは言っても現状、私自身は、ＳＮＳ上で不特定多数に投げかけるようなコンテンツが自分の中にない。
しかしながら、私が長年やってきたものにバスケットボールがある。途中のブランクはあるが、17年程やっている。今更ながら、これが人とつながるのに役に立つことに気づいた。
普段は、自分のチームで月１回くらいバスケットボールをやっているが、先日、近所の体育館が一般開放をしているとのことで、一人で行ってみた。そこでは20年のブランクを経てバスケを再開した38歳の男性や「バスケをやってないと生きている気がしない」という19歳の女性、「朝と夜、日に2回バスケをしたい」という24歳の男性など、愛すべきバスケバカ達との出会いがあった。その後もその人たちと継続的に交流し、さらに新しいバスケ仲間を増やし続けている。年齢も職業もばらばらな人たちだが、「バスケ好き」という共通点で結ばれたのである。
 
このようにＳＮＳ上でも、リアルでも長年やってきたこと、情熱を注いできたことは「人とつながるための武器」になるのだと最近実感している。この武器を磨いて、発展させて、より多くの人と交流を持っていきたい。今後、この『総研マガジン』の読者の皆様ともつながりをもっていけたら良いと思う。
 
 
追記：　今回は、身内の宣伝のようになってしまったが、「分析風　身内の宣伝」ではなく、「身内の宣伝風　分析」として読んで頂ければ幸いである。
 
 
 
文／G.Mikami ＠yomizo　



それって近い！？遠い！？
[image: sorettetikai.png]
 
先日ある大きな買い物をしに出かけた。
額が大きいので一店では決められず、何店舗か見て回った。
結局その日に購入をすることはなく、帰宅。
また後日見て回って、いいものが見つかればなぁ、なんて考えていた。
すると…。
その日から訪れた先々の営業マンから、訪問と電話の嵐。
ゴハンを食べていてもピンポーン、お風呂に入っていてもピンポーン。
電話に至っては仕事中でも休暇のレジャーの間でもお構いなし。
もームリ！！ということで、私はその対応に疲れてしまい、購買欲がすっかり無くなってしまったのだ。
 
売る側が数字に追われているのは、私も営業マンだったので重々承知している。
他社より速く！他社より好条件で！客の買いたい時が売り時！…分かっている。
しかし客との距離のとり方はとても大切だと思う。
必要以上に距離を縮めることは決して親しくなれたこととは違う。
プライベートな話題までグイグイ振ってこられても、すぐに答える気にはなれない。だって人間関係がまだできてないんだもの。まだ会ったばかりだよね？と思う。
 
『うんざりさせるための秘訣は、なんでもかんでもしゃべることである』
～ボルテール～
 
さすがボルテール。ホントにそう。
食事中に商品の説明をされても、気になるのはもっぱらおかずが冷めるということだ。
お風呂上がりに知りたいのは商品のことじゃなく、どんな飲み物が冷蔵庫の中で私を待っていてくれたっけな、ということだけだ。
でもちょっと待って、ユングが何か言っている。
 
『他人に苛立ちを感じた時は、自分について知るいい機会』
～ユング～
 
はたと気付く。今回の原因は私にある。
コレ欲しいです。と先に店の扉を叩いたのは私だ。
向こうから「コレいかがですか？」と来られた訳ではない。
そして親しくもないうちに住所と携帯番号を置いて来てしまった。
これが一番の失敗だ。
見込みのある客にアプローチをするのは営業の鉄則。
個人情報を残してもらえれば、それを元に営業を仕掛けるのは当たり前のことだ。
何のことはない。人との距離のとり方が分かっていなかったのは私の方だったのだ。
 
人と程よい距離を保って上手く付き合うにはどうしたら良いのか、これは日常生活においても非常に重要なテーマだ。
 
自分が「コレがベスト！」と思った距離も、相手がどう受け取るかはその相手次第だ。
相手の望むよう合わせる？それとも成り行きに任せる？うーん。
いっそみんなが、私とのいい塩梅な距離をうまい具合にとってくれたらいいのに。
 
『人が自分に調和してくれるように望むのは非常に愚かだ』
～ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ～
 
ゲーテ…。わかったよゲーテ。
コッチ側で何とかします。
 
むやみに人に近づき過ぎて、相手に不快感を与えたくはないと思う。
また必要以上に距離をあけて、取っ付きにくい人と思われても宜しくない。
距離を置くべき時に置いて、縮めるべき時に縮める。
そんな風に場の空気を読んで、程よい距離を模索しながら人と付き合う必要がある。
時には失敗することもあるが、それは良い経験として次に活かせればよい。
 
『卵を割らなければ、オムレツは作れない。』
～オール・ザ・キングスメン～
 
ということで、まずは恐れずに多くの人と出会おうと思う。
初めましてと知り合い、少しずつお互いを知って、やがて親しくなっていくその過程で、相手にも自分にも心地いい距離を保ちながら付き合っていく。そういうことが自然にできる人間になれたら素晴らしい。
 
 
文／えみっきー　＠emk03

４コマまんが
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作／えみっきー　＠emk03[image: 4komaramen.png]
 
iPad、iPhone、iPod touchお使いの場合、画像をダブルタップすると別画面で開くことができます。ピンチアクションで拡大、縮小ができますので、字が小さくて読みにくいとお感じの場合はお試しください。

こんなことやってみた！！
 
zassoutyan4 - iPhone.mov
 
新進気鋭アーティスト（！？）まぽっこと、音楽家o.t.pのコラボ作品
『ざっそうちゃん』
この作品はYOUTUBEでも観ることができます。
是非ともご覧ください！！
 
まぽっこのブログも是非応援してください！
まぽっこ　http://blog.goo.ne.jp/mapokko


編集後記
[image: hensyukouki.png]
 
よっしゃー今月も無事できあがったー！！
やったね！！みんなすごい！！
なんだか突き抜けたぞー！！
 
等と、前回と打って変わり、今回は割とハイテンションな感じで、できあがったことを喜んでいます！！とはいえ、今回も作るのには苦労したのですがね（笑）私自身まさかの締め切り直前に風邪をひき寝込むという失態をやらかしてしまい、どうなることやらと…。まぁどうにかギリギリ間に合って良かったー！！と、ほっと胸をなでおろしています。いやー…体調管理ちゃんとしないとダメですね！！それと、何でも締め切り近くまで作業を残しておいてはダメ！！！反省しました。
 
それにしても、今回の記事もとっても面白かったー！！
イヤーうちのスタッフやっぱり優秀だ！！
今回はみんな直しなしの一発OKだったし！（編集長を除く…泣）
なんだか読んでいてうれしかったり、ワクワクしたりと、第一号を作った時のような感覚が戻ってきました！！
 
みんな！！この調子で来月も頑張ろう！！
よりアンテナ感度をあげて、 まだまだ成長しよう！！
そしてさらに自分を磨こう！！
 
てな訳でますます進化するSouken Magazine！！
今後もご贔屓にお願い致します！！
よろしければお友達にも教えてあげてくださいね！
 
 
編集長　三上壽久（ミカミトシヒサ）
twitter　o.t.p  @otpro
 
 
追伸
 
最近電子書籍の注目度があがってきています。
ある程度PCの扱いに慣れている方なら思った以上に簡単に作成することができます。
 
Souken Magazineは、ヴァージョンの違いこそありますが、ほぼ、
コチラ
の機材やソフトを使って作られています。
もしも、自分も作ってみたい！！と、思われた方がいましたら是非ご参照ください。
 
作ってみたよ！または、もう作っているよ！！なんて方がいましたら、是非twitter上でo.t.p   @otproまでご連絡ください。当誌で紹介させて頂きます！！


発行／編集
 
o.t.p総合研究所 http://www.otpsouken.com/
　　　　　　所長　三上壽久（o.t.p)
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お読み頂きありがとうございます。
よろしければぜひお友達にも紹介してください！！ 
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